
6月定例会日程
6月 29 [j 刷会提案理由説明
6月30日
-7月6日 議案調査のため休会

7.9.10U 一般質問
11け-13日常任委員会

14日 常任委員長報告
開任委員改選
正直IJ議長選挙閉会

マヌ寺市議会1.'ょq本市の人口

(昭和48年 7月 l日現在)

人口健数 1 90. 91 5人

男 93.020人

女 97.895人

帯 散 59.668世帯

(1) 

一
部
僻
骨
得
て
拡
巾
し
た
い
。
ま
た
、
後
一
国
母
工
唱
団
地
の
組
酸
、
流
通
セ
ン
タ
一
な
ど
都
市
再
開
発
亭
考
え
、
民
聞
の
乱
一
r
」
れ
に
伴
う
交
通
、
会
笹
問
題
な
ど
都
一揺
を
曙
一
九
、

稿
者
に
も
閉
民
サ
ー
ビ
ス

一
和
道
路
あ
唱
え
、
荒
川
右
岸
か
ら
市
瑚
一

l
移
転
、
メ
ッ
キ
工
掛
噂
の
回
明
化
、
一
開
発
警
防
い
で
も
ら
い
た
い
。
一
市
岡
な
弊
害
も
一
出
て
お
り
、
都
市
開
発
一あ
確
立
さ
せ
る
な
か
で
、
十
八
世
閉
民
の

一
罰
に
通
ず
る
よ
う
計
回
し
て
い
る
。

一甲
府
駅
の
近
代
化
雪
量
と
し
て
、
一
ま
た
。
大
資
本
の
進
出
品
す
る
明
一
は
ぜ
ひ
重
で
あ
る
。
一
理
解
毒
た
解
差
し
た
い
。

一
さ
ら
に
河
川
の
専
用
許
可
を
と
り
、

一市
街
制
再
開
売
の
気
温
が
必
速
に
高
ま
一
元
開
局
な
ど
の
保
寝
m
m
m
と
し
て
、
行
一
制
元
商
庖
留
で
も
旧
租
梅
町
、
新
宿
一

一
同
下
請
に
つ
い
て
型
寵
の
段
階
一
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
デ
パ
ー
ト
の
笠
宮
富
が
重
だ
と
思
う
が
ど
う
一
街
、
替
安
が
か
り
な
共
同
ピ
ル
計
一

ご

み

袋

を

安

一
で
あ
り
、
車
寄
了
解
毒
て
進
出
一や

ス

ー

パ

ー

の

進

出

室

、

吉

富

一

か

@

一

画

が

あ

る

の

で

、

制

元

商

工

謀

者

と

ニ

く

あ

っ

せ

ん

一
示
。
掃
に
つ
い
て
は
、
筏
情
的
に
検
一
も
一
変
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
大
資
一
帯
電
島
市
開
発
に
つ
い
て
も
一
体
と
な
る
な
か
で
、
市
と
し
て
も
指
導
一
関
市
で
旨
皇
室
じ
て
ご
み

一
討
を
進
め
る
。

一本
に
よ
る
買
占
め
私
語
さ
れ
る
。
乙
一苦
闘
番
重
嗣
を
早
期
に
作
成
し
一置
を
積
抽
出
し
た
い
。

7
紙
袋
嘉
防
し
た
が
、
聖
書
長

一

市

街

地

再

開

一

員
、
宮
積
極
的
に
京
葉
雲
監
酷
警
防
ぐ
べ
き
で
あ
る
。
一
新
市
街
聞
の
目
発
に
つ
い
て
は
、
宅

4
専
の
躍
を
理
由
に
紙
袋
詰
土

一

発

の

推

進

を

一

定
ど
思
い
切
っ
た
公
共
用
制
の
取
得
一
答
県
外
資
本
の
流
入
に
よ
り
、
唐
十
首
需
要
綱
を
早
急
に
作
成
し
、
「
寿
な
っ
た

oE
の
負
担
軒
報
告

角

高

在

、
六
月
二
十
九
日
か
ら
七
局
十
四
日
ま
で
の
高
で
開
か
れ
男
入
護
者
に
対
す
る
剛
助
金
補
疋
予
算
な
ど
一
干
一
件
毒
磁
、
開
一

間

甲
府
市
は
良
市
掛
の
開
掛
、
一
を
し
て
、
語
、
公
園
君
、
駐
車
生
智
大
砲
車
道
汀
し
て
い
る
。

E
E望
者
防
嘉
と
末
野
環
境
づ
く
一
は
か
る
対
策
を
も
っ
て
い
る
か
。

官
唯
一
地
り
可
決
し
、
正
副
続
長
、
常
任
委
員
の
改
選
b
汀

な

い

ま

し

た

。

一

一

一

f

，

一り
に
封
力
す
る
。

一

一
句
一三重一主
主
一三
-ZZ
Z
E
E
-
Z皇
室

ZEz--一主
主
主
一
三
一
一
主
主
主
主
一
言
霊
一喜一三
Z
亘
書

Z
EE
-三
一三塁
-
Z
E
E
-喜
一

言

言

喜

一

歪

一

三

三

一

一

一

答

C
み
袋
は
関
越
開
価
の
間
上
が

ま
た
、
営
発
確
に
よ
る
固
定
民
草
案
、

P
C
B
-
章
一
葉
菜
、

HZ
E
-
-ま
E
E一致

、
小
選
区
制
に
対
一

山

j
;
:
:
:
:
:
:
;
:
;
:
加

を

語

、

宗

主

と

い

う

u
一マ

し

ま

喜

一
号
、
十
両
を
十
六
円
に
し
た
よ
ろ

イ
俗
語
詰
昨
日
目
鵠
品
目
立
時
招
待
私
立
九
日

F2J
一一一
語
審
翠
繋
護
…
一
消
滅
…
…
堅
持
乃
は
り
す
一
一
部
公
費
負
一
日
十
日
刊
誌
M
Vし

聖

徳

一
言
党
)
、
石
丸
あ
き
(
共
産
党
)
、
秋
山
世
話
浴
室
、
書
受
賞
産
金
)
の
九
民
に
よ
っ
喜
な
わ
れ
ま
し
た
。
本
定

日

間
宮
市
昔
、
高
全
国
革
は
、
従
来
と
な
ん
ら
変
わ
ら
な
い
と
雲
市
長
会
は
、
都
市
的
諸
問
題

一一

担

も

考

え

る

一

と
み
袋
は
セ
メ
ン
ト
袋
で
も
な
ん
で

事

例

会

主

な

も

の

は

次

の

と

お

り

で

す

。

一

…
一
謀
長
会
に
加
入
し
た
が
、
同
会
は
税
閉
し
て
い
る
高
会
革
葉
市
で
同
じ
同
み
を
も
っ
都
市
の

E
L
問
し
罪
事
に
つ
き
、

謀
者
と
も
よ
い
わ
吋
だ
が
、
同
下
安
い
義
を

判

事

、
一
撃
附
で
は
、

融
公
民
前
一
投
票
島
県
、
山
富
市
民
ク
ヲ
一を
一
撃
す
る
と
き

て
い
た
。
し
か
し
ま
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
一

…一
比
政
府
、

一民
自
民
の
語
て
斤
酌
し

揮
の
集
ま
り
で
あ
る
乙
と
は
紛
れ
も
が
、
住
宅
公
害

・
富

国

な

ど

す

上
げ
の
皇
室
を
通
告
す
る
主
主
と
話
し
合
い
宅
、
月
六
万
棺
巾

会
に
河
口
市
長
が
革
新
市
雲
に
加
入
し
一プ
)
一
一
語
、
中
西
全
霊
会
)
一

一時
代
の
変
動
は
激
し
く
、

Eを
め
ぐ
七
角
か
ら
車
両
は
端
整
理
一
山
て
い
る
団
体
で
あ
る
乙
と
は
留
で
な
い
こ
と
で
あ
る
。

議

書
究
し
よ
う
と
い
う
任
意
の

山
一
早
定
量
的
な
霊
高
ま
れ
て
こ

時
た
と
と
主
ぐ
っ
て
、
質
問
者
の
ほ
と
一
ニ
票
で
第
五
十
四
代
翌
日
口
氏
、一
品
客
層
型
変
化
し
て
い
る
の
で
、
了
た
が
、
車
葬
場
債
の
問
題

L
Uる
。
し
た
が
っ
て
同
会
へ
の
加
入
そ
の
会
に
、
甲
府
市
長
と
い
う
公
団
体
で
、
私
も
そ
の
な
か
で
大
い
に

す

が
、
宮
支
は
ど
う
か
。

一価
十
円
位
で
確
保
で
さ
f
う
な
の
で
、

開

ん
ど
が
そ
の
政
重
曹
に
つ
い
て
質
百
警
は
風
間
良
型
基
党
)
一
一
六
一
市
民
の
詰
霊
的
て
新
し
い
量
生
置
で
入
ら
な
い
の
か
。
ま
た
全
面
一
開
一
川
は
、
車
が
一
世
し
て
悶
え
て
い
る
的
高
で
加
入
し
た
の
で
大
吉
な
問
勉
強
さ
せ
て
も
ら
う
つ
も
り
で
あ
る

一
一
ま
た
、
事
な
と
一
主
都
市
で
は
、
一
こ
れ
府
自
治
会
に
1
っ
せ
ん
す
る

E

U

し、

そ
の
警
が
朗
ら
か
と
な
り
ま
よ
襲
、
高
金
八
郎
(
宣
告
)
二
一一
頭
一
合
計
回
幸
手
芸
え
は
な
い
か
。
一
瑚
は
い
つ
に
な
る
の
か
。
日
目
撃
加
の
盗
署
名
反
す
る
こ
閣
と
な
っ
て
い
る
が
、
十
九
万
市
民
主
、
革
新
市
長
会
の
決
定
、

ニ
下
室
と
の
関
連
か
宇
で
に
君
主
毒
在
し
て
レ
る

1

日

た

。

一

で

風

間

氏

喜

六

十

五

代

副

議

長

に

選

一

筈

長

期

総

合

計

図

は

、

四

十

五

年

一

答

器

量

れ

は

申

し

訳

な

い

と

?

と

に

は

な

ら

な

い

か

。

の

李

主
雲
市
民
で
あ
る
現
状
私
の
方
針
軒
拘
束
す
る
も
の
で
は
な
一
塁
摘
し
て
い
る
が
、
本
市
で
き
て
のよ

夜

間

保

育

の

前

主

要

で

は
、
臭

事

会

毒

i
び

ま

し

た

。

一

九

月

に

策

定

さ

れ

、
五
十
四
年
ま
で
の
一
思
っ
て
い
る
。
唱
界
再
編
成
、
車
引
一
ま
た
、
十
九
万
市
民
の
中
に
は
、
か
ら
し
で
も
、
市
民
に
対
し
、
革
新
く
、

E
、
税
金

の

意

見

季

詰

一

方
向

が

同

せ

な

い

の

か

。

一

実

施

を

釜

む

制

川
一
て
、

喜

界

か

ら

き

あ

っ

た

て

の

ほ

か

、

警

告

の

意

見

密

三

一十
五
百
で
あ
る
が
、
基
動
向
も
一
き
の
ル
l
芸

者

自

が

あ

っ

一

芸

毒

イ

ヂ

オ

ロ

ギ

一‘
会
〕

一
例

一

↑
定

一

一月
一

-ld
zE
 

議

長

・

副

議

長

を

改

選

革

新

市

長

会

加

入

を

論

議
中
央
市
場
近
辺
の

道
路
網
の
整
備
を

世

ヰ
ら
腕
粛
の
革
関
と
し
て
市
政
争
推
進
さ

れ
て
か
ら
、
す
で
に
ご
カ
草
を
経
過
い

た
し
、
骨
々
と
成
m
摘
を
あ
げ
、
市
民
の

共
胞
を
う
吋
て
お
り
ま
す
が
、
三
割
自
一
間
国
母
別
区
は
必
激
に
開
発
さ
れ

治
と
い
わ
れ
る
地
方
自
治
体
に
は
当
面
一
て
い
る
が
、
そ
れ
に
伴
う
近
時
整
備
が

解
決
を
せ
ま
ら
れ
て
い
る
問
題
が
山
積
一
遅
れ
て
い
る
。
特
に
中
央
卸
売
市
掛
の

風

間

良

興

一

い
た
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
が
た
め
に
一
一
部
開
設
に
よ
っ
て
、
す
で
に
変
通
渋

:
き
て
乙
の
た
び
私
ど
も
は
、
六
月
定
は
あ
く
ま
で
協
?
躍
の
ろ
え
に
た
一
票
出
て
い
る
が
、
産
車
の
完
全

H
例
金
で
甲
府
閉
械
金
正
捌
続
長
に
就
任
っ
た
円
満
な
税
金
巡
営
が
最
も
大
切
で
一
操
離
で
一
周
の
激
化
が
予
想
さ
れ
、
関

川

い
た
し
ま
し
た
。
ま
こ
と
に
葉
で
あ
あ
ろ
う
と
堂
、
そ
の
点
を
い
ち
ば
ん
一
筆
陣
の
緊
量
備
が
重
で
あ
る
。

山

り
ま
す
が
、
集
義
一
才
で
あ
り
ま
す
大
切
に
し
て
努
力
い
た
し
ま
す
。
そ
れ
一
塁
市
川
大
門
腕
の
需
、
所
右

の
で
、
果
し
て
問
民
の
皆
さ
ん
の
ご
閉
が
そ
の
ま
ま
市
曹
の
亮
股
に
阻
結
す
る
一
一
一回
一
の
池
山
相
開
殴
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

t
待
に
お
附
耐
え
す
る
こ
と
が
、
で
者
る
か
所
以
で
あ
る
と
思
う
か
ら
で
あ
り
ま
一
か
。
ま
た
、
新
し
い
織
を
殴
け
る
帯
え

低
ど
う
か
一
ま
つ
の
末
安
を
も
つ
も
の
で
す
。
甲
府
市
が
市
制
を
し
い
て
か
ら
今
一
は
な
い
か
。

4

間
あ
り
ま
す
。
し
か
し
私
ど
も
は
誠
実
・
年
で
八
十
四
年
に
な
り
ま
す
が
、
尊
い
一
答
国
母
柑
区
の
泡
雲
監
仰
は
、
組

司

町

田
摘
を
軸
と
し
て
、
滋
置
を
尽
し
て
と
際
史
と
、
憂
い
伝
統
を
も
っ
、
甲
府
市
一
合
的
に
実
施
の
必
民
性
在
感
己
て
い
る

負
誕
に
む
く
い
る
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
職
金
の
権
威
を
高
め
る
よ
う
間
進
い
た
一
市
川
大
門
綜
の
広
巾
に
し
て
も
、
私
が

閉
民
の
皆
芦
一
ん
、
者
び
し
い
越
さ
の
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
と
指
曙
と
叱
し
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
苧
向
の
ご
支
一
じ
か
に
制
元
へ
行
っ
て
憶
を
し
た
が
、

お
り
か
ら
と
揖
嫌
い
か
が
で
す
か
、
お
正
の
ほ
ど
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
揮
と
と
鞭
睡
寺
心
か
ら
お
願
い
申
上
一
な
か
な
か
閤
艇
な
面
も
あ
る
。
し
か
し

見

開

申

し

上

げ

ま

す

。

初

日

閉

長

は

比

車

問

優

先

、

人

間

尊

重

げ

ま

す

。

一

あ

き

ら

め

て

は

い

な

い

。

ぜ

ひ

叩

元

の

申
府
市
議
会
議
長

山

口

茂

申

。

副
議
長



価
の
上
昇
に
よ
り
納
税
者
の
税
負
担
は
ま
す
。
と
の
原
因
は
、
草
に
わ
た
る
右
、
制
方
自
治
法
第
九
九
条
第
二
項
よ
っ
て
甲
府
市
襲
は
、
福
祉
国
留
制
奇
襲
す
る
E
当
な
国
民
世
輸
は
す

土
地
に
か
か
る
国
定
資

凸刷散
な
増
加
登
用
し
、
過
蛮
な
負
担
と
内
閣
総
理
大
臣

P
C
B、
京
銀
を
た
れ
流
し
た
無
賢
任
の
規
定
に
よ
り
意
見
密
を
拠
出
す
る
。
に
ふ
さ
わ
し
い
医
療
施
恨
の
充
実
と
と
ま
ま
す
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

産

税

の
軽

減
に

関

す

る

大

蔵

大

臣

殿

な

っ

て

お

り

ま

す

。

ま

た

こ

れ

の

彫

智

自

治

大

臣

な

企

曜
と
、
そ
れ
を
波
町
し
た
政
府
に
昭
和
田
T
八
年
七
月
十
四
日
も
に
、
む
帯
姉
末
忠
幸
解
消
す
る
た
と
の
よ
う
な
情
勢
の
な
か
で
、
も
し

意

見

書

は

孟

の

削

代

、

重

帯

に

も

大

宮

ζ

あ
る
乙
と
露
同
車

し

た

も

の

で

、

一

般

甲

府

閉

献

金

め
、
国
語
府
病
院
に
高
等
密
華
院

E
の
小
選
描
区
出
例
代
表
制
が
重
す

政
府
は
、
富
税
制
里
会
の
富
は
ね
返
る
と
と
が
予
恕
さ
れ
ま
す
@
魚
介

類

の

P
C
B
、

水

消

費

者

に

与

え

る

事

突

き

く

そ

の

壁

夫

臣

ほ

か

般

を

設

問

す

る

よ

孟

く

草

す

る

も

の

る

な

ら

ば

、
国
民
の
問
を
反
映
さ
せ
る

に
基
づ
き
、
土
拙
に
か
か
る
国
定
資
産
乙
の
改
正
が
個
人
、
訣
人
妻
め
た
銀
汚
染

対

策

に
関
す
る
責
任
は
ま
と
と
に
軍
大
な
も
の
で
あ
り
高
等
看
護
学

院

の

設

置

で

あ

り

ま

す

。

こ

と

は

末

可

能

と

な

り

、

国

民

間

嬰

求

一
次
の
と
お
り
で
す
・
一
八
百
六
十
万
円
、
売
買
読
者
組
合
代
一
税
轟
価

1
J

と
住
貫
一
罪
者
対
策
と
し
て
措
置
す
る
ζ

意

見

書

手

。

に

関
す

る
意
見
書
石
、
拙
方
自
用
語
九
九
条
第
二
項
を
無
慣
す
る
も
の
と
な
る
の
で
、

乙
の

ゴ

-

建

設

経

済

委

員

会

一

手

柵

書

官

、

三

百

万

一

童

話

の

補

助

と

し

て

二

百

万

一

塁

に

一
議

一

唱
に
雲
と
善
が
あ
る
た
め
ざ
て
、
個
魚
介
狽
の
F
C
B、
水
銀
汚
染
問
周
ま
た
、
と
の
き

2
2
2
5
2
-
Z、

経
済
の
一
規
定
に
基
づ
き
、
意
義
章
出
し
護
費
量
区
制
改
正
室
、
第

H
一

-

-

-

一
円
(
三
年
間
詰
、
差
度
-
一
千
八
百
一
円
、
主
で
あ
り
ま
す
が
、
委
員
会
は
移
汚
喜

一

時

一

し
て
襲
入
所
有
の
宅
明
暗
に
つ
い
て
は
、
あ
る
が
世
愉
で
大
き
長
り
上
げ
ら
れ
、

ζ

特

に

消

費

者

童

書

び

っ

く

告

の

の

高

度

成

長

と

と

も

に

、

道

路

交

通

、

ま

す

。

七

童

話

喜

撃

に

お

い

で
す
ら

と

華
麗
済
関
慌
の
主
義
歪
、
中
一
六
万
七
千
円
)
亭
襲
撃
に
霊
う
一
声
の
補
助
金
は
歌
山
市
長
時
代
に
水
一
る
た
め
、

一

決

一

す
る
E
と

霊

az積
轟

め

、

乙

れ

に

対

昭

和

四

十

八

年

七

月

十

日

露

古

せ

な

か

っ

た

こ

と

を

指

摘

せ

8
一

需
空

会

す
る

室

長

晶

一

も

の

で
、
そ
の

内

容

量

費

量

E
Zり

か
わ
し
た
党
主
に
基
一
明
言

一

笠

と
し
ま
し
し
て
は
固
定
資
霊
量
礎
控
除
堅

固

定

資

産

税

の

軽

減

を

図

れ

甲

府

市

整

ざ

る
を
得
示
。

8
一
助
金
壱
支
出
す
る
た
め
の
型
予
察
官
需
と
し
て
季
一
一
百
四
十
万
一
づ
き
支
出
す
る
も
の
で
、
や
む
を
得
な
一
の
一
雪

一
書

一

た

。

義

拍

阻

害

な

う

と

と

が

毒

で

あ

糊

唯

一

旬

開

殿

よ

っ

て
こ
の
際
、
甲
府

m警
護

4
一
主
な
も
の
で
、
童
書
賓
の
内
容
は
一
円
、
恵
理
薯
移
転
補
助
と
し
て
一
い
富

tな
が
ら
も
、
小
室
合
に
一
改
正
し
、

一

引

一

こ

皇

室

支

ら

れ

ま

す

・

庫

品

芸

臣

官

対

し

、

十

九

事

府

市

民

の

意

思

和

一

一
軍
司
補
助
金
誕
の
閉
助
関
係
者
の
一
語
に
つ

一

j
一
正
に
よ
り
よ
っ
て
甲
府

m警
は
、
政
府
に
お
れ
に
併
せ
て
厚
生
省
で
主
週
間
に
魚
噌
細
書
突
き
な
痛
手
喜
り
語
教
育
帯
、
文
化
国
軍
と
し
て
の
麓
墜

を
代
表
し
、
民
主
需
品
立
に
E
大

脳

一

一補
助
舎
の
額
と
出
較
す
る
と
中
額
な
の
一
い
て
は
非

一

意

一
在
需
い
て
こ
の
よ
う
な
状
況
を
十
分
検
討
さ
を
食
べ
ら
れ
る
許
容
量
章
表
し
ま
し
躍
に
ま
で
震
し
て
お
り
ま
す
。
仰
も
そ
の
賢
主
げ
て
ま
い
り
ま
し

小
選

挙
区

制

に
関
す

る

な

事

2
柔

護

費

小

華

区

一で
増
額
す
べ
き
だ
と
い
う
溜
器
量
一
住
宅
寝

仁

い

一

閣
に
つ
い
れ
、
税
制
の
葉
義
高
に
霊
前
た
。
し
か
し
、
乙
の
発
言
動
物
語
よ
っ
て
、
甲
府
市
警
は
ζ
れ
ら
の
た
。

決

緩

出

例

代

表

群

韮

に

つ
い
て
は
、
E

一れ
ま
し
た
。
一
て
は
評
価
問
視
税
と
な
り
、
住
宅
用
哨
し
、
税
負
担
の
軒
冊
、
徹
底
緩
和
に
つ
の
結
果
か
企
創
り
出
し
た
汚
換
の
許
容
器
問
一
雲
勘
案
し
、
企
撲
に
対
す
る
公
し
か
し
、
稲
川
也
元
一
年
と
い
わ
れ
る
今
械
金
制
民
主
主
輯
を
確
手

z謀
本
れ
を
と
り
や
め
る
よ
R
掻
く
回
答
四
す
る

一

己
れ
に
対
し
当
局
は
、
補
助
骨
の
算
一
に
つ
い
て
は
課
税
標
理
額
を
僻
価
額
の
い
て
皐
聞
に
国
間
慨
さ
れ
る
乙
と
持
強
〈
限
界
を
器
揮
に
し
た
も
の
で
、
現
実
の
窃
た
れ
流
し
の
即
時
中
止
と
漏
費
者
が
目
、
よ
う
や
く
ゼ
ロ
鳩
児
平
岩
人
の
医
は
、
公
疋
に
し
て
朗
朗
な
選
革
に
よ
つ
も
の
で
あ
る
。

一
定
基
礎
と
し
て
卸
韓
関
係
は
旧
会
社
の
一
-
吉
一
と
す
る
特
別
富
高
官
室
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
・
魚
の
震
と
は
別
の
も
の
で
あ
る
乙
と
安
心
し
て
魚
が
食
べ
ら
れ
ゑ
昆
描
票
慰
霊
は
出
た
も
の
の
、
そ
れ
に
て
冨
の
置
が
十
分
に
詰
さ
れ
、
右
、
議
す
る
@
(
多
散
可
決
)

一
職
員
の
退
職
金
補
助
と
営
某
務
加
盟
、
新
一れ
る
乙
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
住
宅
用
右
、
明
方
自
治
法
第
九
九
条
第
二
項
が
わ
か
り
ま
し
た
が
、
こ
の
ま
ま
現
在
眠
、
世
ぴ
に
小
理
業
者
苦
は
じ
め
関
係
伴
う
底
面
目
絢
設
、
医
師
、
岩
噌
恥
耐
の
末
政
治
に
反
映
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
昭
和
四
十
八
年
七
月
十
四
日

一会
社
整
に
要
す
る
資
金
の
利
子
補
給
一
世
、
そ
の
性
格
上
そ
れ
に
よ
っ
て
剰
の
規
定
に
誌
づ
き
、
意
見
曹
を
鎚
出
し
の
状
閣
を
放
置
す
る
な
ら
ば
近
い
将
損
害
対
す
る
救
重
要
最
府
に
お
足
は
深
刻
な
も
の
が
あ
り
、
主
ま
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
襲
警
費
甲
府
市
警

戸
移
転
補
助
か
ら
な
っ
て
い
る
が
、
小
玄
覧
可泊ま
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
現
ま
す
。
来
、
奇
由
の
発
表
ど
お
り
魚
は
全
く
食
い
て
霊
に
汚
な
う
よ
品
く
桜
認
す
ま
す
そ
の
傾
向
は
強
く
な
る
ば
か
り
で
撃
に
お
吋
孟
蓄
の
輔

μ定
散
の
内
閣
総
理
大
臣
世

一理
組
合
に
は
代
書
室
務
に
対
す
る
玄
品
調
書
出
に
お
い
て
も
、
明
昭
和
四
十
八
年
七
月
十
目
べ
ら
れ
な
く

( 2) りよだ

甲
府
市
税
金

H
H
新

常

任

委

員

の

顔

ぶ
れ

H
1

第 18サ
ー一一一ーーーーー一 委副委

E f〔 ク タ ク タクタ ク タ 言言員 Q

E 量豊 且 蚕長 霧

詰謹 言併古前面詰出富山草案 言

尽 きむき襲A護費翼賛要 き

13号 8535rZTTT持
委 副委 世

主 員益 。 ク タククク ー

員長 長i<>

霊雷同時間苦言雲市 時計自

空費量警察護費言 E費量塁妻安富
士号ピザ嬰 353SETTぎ

蚕一 副委 委

クタクタタク 署員 T ククク

員蚕 長這 員

長葉塁間習量費 量管 言 以間需品

吾容竺翼翼妻実(富里 き 賞委委費

g322Tff号rqgg号25


